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平成 27年度予算総括質疑の概要 
 

平成２７年第１回二宮町議会定例会 
 

日 時 :平成２７年３月５日（木） 午前９時３０分より 

 
 

№ 質 問 議 員 質    問    の    概    要 

１ 渡辺 訓任議員 

 

平成 27年度予算案および施政方針について以下の点について所見を問う。 

①子育て支援についての諸施策、小児医療費の拡充については大きな前進で

評価したい。一方、高齢者のくらしを守ることについては、弱い印象を受

ける。 

国の施策では来年度より介護保険の仕組みを大きく変えて、現在の要支援

者へのサービスを取り上げようとしており、移行期間を 28年度までとして

いるが、介護サービスを利用者も担い手も混乱している状況だ。町はこの

点についてどのような方向で対応しようとしているのか。また、今回の介

護人材育成援助策はその中の一環にあたるのか。高齢者福祉への考え方に

ついて問いたい。 

②町税の減少については、今年は評価替えによる固定資産税減少と所得減少

のため、1億 6千万円という目立ったものとなっている。今後の町の見通し

と歳入増の取り組みをどう考えているか伺いたい。 

8％への消費税増税から 1年になろうとしているが、町民の間でもさらに 

生活が苦しくなったという声は多い。二宮町の負担増がどの程度になって

いるか、来年度町予算での消費税増税分の町民の利用料・使用料について

どのように扱うか。10％への引き上げは中止すべきと考えるが、町長の見

解を伺いたい。 

抜本的には町の景気は“町の中でいかにお金を循環させるか”である。

そのために、二宮町にある人・自然・施設など持てるものを有効に生かす

手立てについて、また、いわゆる「地方創生予算」の効果について、考え

を伺いたい。 

③今、二宮町のあちこちで目立った造成が進んでいる。下町稲荷谷戸、峰岸

山尾根の東端、上町のスタジオ跡、緑が丘との境の一色地区、満願荘造成

地。住民の力で現在作業が止まっている峠公園の住宅公社払い下げ地など。

図面上 500 ㎡以下で、県・町とも強制力のある指導ができないケースもあ

る。防災上も大変な危険をはらんでいる他、降雨による土砂流出や雨水処

理への影響が懸念される。これ以上進むと取り返しがつかなくなる、まさ

に待ったなしの状況と認識している。 

今ある町の権限でミニ開発や造成への規制、また、防災上の指導はでき

ないか。また、「まちづくり条例」については、開発指導要綱を強化したも

のとするのか、広く町のビジョンを具体化するようなものにするのか、い

つ頃をめどに作業を進めるのか伺いたい。 

④公共施設および公園の再配置については、施設ごとの検討を進めるとして

いるが、地域ごとの施設は、実態としては地域の公民館・寄合所としての

性格が強く、コミュニティーづくりの核としての役割はますます重要にな

る。施設ごとの検討を進めるにあたっては、どのような成果を期待してい

るのか。また、公園については、年齢・学年でニーズが異なっているが、

どのようにこれらをとらえ活かしていくのか・この事業に対して予算措置

について伺いたい。 

⑤「戦略的行政運営」に関して、住民のニーズが多種多様にわたることや部

署横断的な施策が求められることから、職員すべての持てる力が発揮され

ることが必須である。職員一人一人の成長が欠かせないが、昨年の「人事

行政などの運用の状況」の報告において、町の「人事育成基本方針」は「策

定準備中」とされている。予算案で研修の予算は計上されているが、基本

方針の無い中での研修は効果が疑問である。町役場でも、ひとりひとりの
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職員が生き生きと働ける場を作ることが重要である。人と組織づくりの 3

つの切り口から、1）人事企画・配置、2）職員のキャリア・成長、3）総合

的な処遇についての町のビジョン・方向性、また、職員の職場改善や生活

に関する要望をどのようにとらえて、活かしているかを伺いたい。 

⑥今年は終戦 70周年にあたる。戦争を知らない町民が圧倒的に多くなる中、

節目の年として、平和を考える取り組みは重要であると考える。ガラスの

うさぎ像は、平和を伝える町のかけがえのない財産であり、他の観光資源

と合わせて発信を強めるべきと思うが、「ガラスのうさぎ像平和と友情推進

事業」のあり方を含めて、今年、平和を守る取り組みで強調されることを

伺いたい。 

 

２ 小笠原陶子議員 

 

 

(1) 27 年度施政方針を見ると町税収入は、固定資産税の減が 5 千 8 百万円、

町民税の減が 9 千 400 万円と、全体で 4.3％の減となっている。財政の厳

しさは年々増しており、益々事業の優先順位をしっかり見極め精査してい

くことが望まれる。 

今年度は、選択と集中をしさらに暮らしやすい、子育て世代に選ばれる「未

来につなげるまちづくり！」として予算をまとめたとのことですが、人口

減に合わせてもっと思い切った事業の取りやめや公共施設の閉鎖などをし

ていかないと、老朽化するインフラ整備に予算が回らないと危惧する。こ

の点についての町長の見解を伺いたい。また、税収を生み出す工夫が見受

けられないが、二宮町なりの税収確保について町長はどのように取り組む

つもりか伺う。 

(2) 今年度は重点施策の新規事業として、子育て支援に重点を置いているの

は明確に表れていますが、敬老祝い金の縮小や在宅介護奨励金が廃止され

る。敬老祝い金は世の流れで致し方ないが、在宅介護は国が積極的に進め

る施策になっている中で、逆の方向に向いているように見える。高齢者対

策が後退しているのではないかと危惧する声も聞かれますが、これについ

て町長の考え方を伺いたい。このような中、地域福祉計画の策定が進めら

れる。介護保険の改正で要支援 1・2 の方は、地域包括ケアシステムという、

二宮町独自の制度でケアしていくことになる。完全移行までの取り組みを

確認する。 

(3) わが町の魅力の一つに、文化の拠点・ラディアンがある。ホールは毎週

活気に満ちているが、図書館は入館者が減り、蔵書や CD や DVD はリサイ

クルショップより古びている。今年度は図書購入に積立基金からわずかに

50 万円の繰り入れを行うだけである。町長は公約で図書館拡充を掲げ、町

民の期待は大きいが 50 万円にとどめたのはなぜか。一方ふたみ記念館の運

営事業について、村田町長もその運用に否定的だと思っていたが、今年度

は臨時雇用の人件費をわずかに減らしただけである。ふたみ記念館の運用

の在り方に対する見解を伺う。 
 

３ 根岸ゆき子議員 

 

1．公共施設と土地の活用については長期的課題である。かつ並行して施設の

老朽化対応は優先順位をつけて着手実行を急がなければならない中、町は

公共施設再配置に関する基本方針を作成したが、土地の有効活用と学校施

設を含めた公共施設再配置をつなげた考え方について噂の域を出ない。 

今回は、その流れの一つとして質問をする。坂本町政では小児病院跡地

は子育て支援施設に特化した検討を民間活用も視野に入れて検討してい

る、12 月には何らか示せる、といったことを昨年 9 月議会で坂本町長が答

弁されている。検討経緯、進捗はどうであったのか。また、新町長として

は利活用をどのように考えていくのか。 

2．施政方針では、ＩＴふれあい館を保育施設として整備、一時預かりの充実、

学童の土曜開所、発達支援教室の開催、小児医療費助成の拡充、不育にか

かる治療費助成、などを第 5 次総合計画に基づく「生活の質の向上と定住

人口の確保」の重点施策として掲げ、子育て世代に選ばれる「未来につな
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げるまちづくり」という特色を打ち出してきた。町財政が厳しさを増すな

かでの予算付けを評価したい。 

しかしながら、施策を集中と選択していくのには当然のことながら検証 

 も必要である。シフトチェンジしたのか、したとすれば総合的な中でのバ

ランスはどのように考えられたか。中でも、小児医療費助成の拡充は町長

の選挙時の政策として掲げてきたことを早速実現した事になるが、今回の

予算付けによる他事業及び財政に及ぼす影響について見解を伺う。 

3．「戦略的行政運営」の組織作りと町民の力を発揮する仕組みづくりについ 

 て伺う。 

“町の課題に対応するための特定課題担当の設置”とはどのようなものか。

（仮称）まちづくり条例の制定という固有名詞も記載されているが、担当

設置によって町民の力の発揮が条例にも生かされるのか、担当設置による

町長の条例へのイメージを問う。 

また、町長と幹部職員が進める“対話型まちづくり”とは、今までと何

が違い、どのような目的を持って行われるのか。産学菅連携はテーマはど

のように町民と共有されて、施策への反映と総合計画との整合性をどのよ

うに持つのか。 

などを伺いながら、町長と職員と町民の連携のあり方についてお聞きし

たい。 
 

 

備考：２番目以降の質問開始時刻は、直前の質問終了後となりますので、不確定です。 

     本人の通告書の原稿を転記したものです。 


